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”
郡
村
長
會
”

十
一
月
定
例
本
郡
村
長
会
は
十
一
月
廿
H
本
村
役
蕩
で
開
催
下
保
倉
、
旭

両
村
憂
は
飲
席
で
あ
つ
た
が
地
方
事
務
所
長
代
理
伊
沢
主
事
本
郡
議
長
会

長
村
山
宇
一
郎
氏
高
田
日
報
肚
下
鳥
記
者
等
滲
列
左
記
事
項
に
つ
き
協
議

決
定
を
し
た
。

一
、
昭
和
汁
四
年
便
歳
入
歳
出
第
五
回
追
加
予
算

」
、
本
郡
自
治
研
究
会
結
成
に
つ
い
て

一
、
町
村
吏
員
服
務
に
關
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

終
つ
て
村
長
の
役
瘍
騰
舎
新
築
披
露
招
待
会
に
望
み
濟
肴
の
接
待
を
う
け

翌
廿
幽
ノ
日
は
松
代
中
学
校
覗
察
正
午
散
会
し
た
。

ロ
サ
ニ
サ
る
ぎ
つ
き
き
ゆ
き
ぢ
ゑ
ヨ
ぎ
ゆ
き
き
り
き
ヨ
ぎ
ワ
さ
モ
こ
ロ
ォ
じ
き
ロ
き
き
モ
の
サ
っ
ロ
ヌ
ね
　
ロ
お
ゑ
ぎ
ぽ
ま
の
ヨ
コ
ロ
リ
き
ヨ
き
ま
ぎ
き
ま
　
ヨ
を
っ
ヨ
コ
マ
じ
　
ロ
コ
ヨ
き
き
ヨ
ヨ
う
プ
ゑ
サ
な
き
じ
ド
じ
い
ワ
じ
ユ
ニ
リ
ヨ
ゆ
コ
じ

一
．
農
村
振
興
封
策
懇
談
會

農
村
恐
慌
が
H
前
に
迫
つ
た
と
こ
れ
が
対
策
に
つ
き
協
議
懇
談
・

叫
ば
れ
る
今
日
此
の
頃
な
る
縁
し
た
禰
し
な
ん
と
云
つ
て
も
交
“

ど
昨
年
よ
り
の
金
融
面
は
苦
し
通
に
悪
ま
れ
す
雪
深
く
物
産
の
、

く
な
つ
た
と
も
云
わ
れ
各
農
家
乏
本
村
に
は
こ
れ
と
云
う
目
立

の
ふ
毒
ご
ろ
具
合
も
悪
い
こ
と
つ
た
嘉
は
途
、
に
見
出
せ
な
か
り

は
事
実
で
あ
る
。
■
　
9
，
た
が
結
局

米
債
が
下
る
か
ぢ
農
村
恐
慌
は
，
一
、
薄
荷
、
こ
ん
に
や
ぐ
、
綿
、
菅
、

宋
る
と
は
云
わ
れ
な
い
．
　
等
の
栽
培
及
ぴ
加
工
の
漿
拗

浦
費
と
生
産
面
と
の
矛
盾
に
よ
『
松
杉
に
併
せ
て
ク
ノ
ギ
、
栗
、

聞新

つ
て
不
景
氣
と
な
り
農
家
経
営

が
苦
し
く
な
る
も
の
で
あ
る
り

而
し
何
れ
に
せ
よ
金
詰
り
に
な
，

り
つ
、
あ
る
こ
と
は
確
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

う
o村

当
局
も
愈
よ
詰
つ
て
か
ら
で

は
対
策
も
容
易
で
な
い
と
見
て

　
棒
、
ク
〃
ミ
等
植
林
砂
奨
働

一
、
稿
榊
演
、
外
食
料
品
の
加
工

・
に
よ
る
自
給
自
足
と
販
費
等
種

々
奪
る
副
業
が
暴
げ
ら
れ
沁
。

コ
れ
が
具
体
化
と
実
行
に
り
い

て
は
再
び
協
議
会
を
開
い
て
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

定
す
る
こ
と
、
し
て
午
後
四
時

先
般
醤
有
志
の
嚢
を
求
め
散
会
需
．

す
　
　
　
ロ
　
ロ

砂
防
協
會
の
結
成

戦
時
中
余
儀
な
く
さ
れ
た
森
林

の
乱
伐
に
よ
り
頽
発
す
る
水
害

こ
れ
る
喰
い
止
め
る
は
植
林
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
防
事
業
の
籏
張
に
侯
つ
外
な
い
■

　
　
と
こ
ろ
よ
り
松
代
砂
防
事
務
所

　
　
ケ
村
で
は
十
一
月
廿
一
日
松
代

　
　
砂
防
事
務
所
櫻
上
に
墾
上
、
奴

　
　
の
砂
防
事
業
に
対
す
る
管
内
は

　
　
如
何
な
る
措
置
を
構
す
べ
ぎ
，
か

　
　
ヒ
づ
き
協
畿
懇
談
の
結
果
松
代

　
　
、
・
山
李
、
旭
、
奴
奈
川
、
浦
田

　
　
貸
之
山
六
ケ
村
を
打
つ
て
夙
九

　
　
ご
ず
惹
砂
防
協
会
を
結
成
し
治

　
　
遇
冶
水
の
完
壁
を
期
玄
こ
と
＼

　
　
な
つ
た
。

　
　
先
づ
廣
川
所
長
の
現
下
の
砂
防

　
　
工
串
の
説
明
，
奄
つ
て
議
事
に
入

　
　
り
規
約
の
制
定
、
役
職
員
の
選
，

　
　
任
と
そ
の
組
織
方
法
等
を
討
議
、

　
　
決
定
、
午
後
γ
時
散
会
亡
た
。
，

　
　
樹
初
代
議
長
に
松
代
村
長
柳
宗

　
　
．
一
郎
氏
副
会
長
に
松
之
山
村
長
．

　
　
相
沢
長
二
氏
を
選
伍
、
’
、
理
嘉
は
．

　
　
各
村
二
名
と
し
て
各
村
に
於
∫

　
　
選
任
の
上
報
告
す
る
こ
と
、
な

　
　
廣
川
新
所
長
を
迎
え
た
管
内
六
【

　
　
，
奈
川
村
長
を
議
長
と
し
て
今
後
｝

公
　
つ 館民　
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て
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

n
、
っ
た
．
　
　
　
　
　
一
，

■
衣
に
経
濟
面
鳳
ど
シ
か
ど
云
テ
宅
地
附
鵬
地
ど
し
て
若
干
の
私
マ
ー
博
あ
る
。
ご
れ
に
よ
り
賃
係
長
、
一
般
工
員
の
順
に
な
つ
も
な
る
。
一
般
佳
斑
の
住
居
は
粗

に
一
番
持
懲
と
す
る
と
こ
ろ
は
有
畑
が
認
め
ら
れ
主
と
し
て
疏
鉦
の
暦
減
を
な
し
た
が
適
当
で
，
．
て
排
当
の
如
き
も
そ
の
低
度
質
末
猟
も
の
が
非
常
に
多
い
ゆ

縛
て
が
予
算
制
魔
で
予
算
以
外
茱
類
が
作
付
ざ
れ
外
に
牛
豚
鵬
な
く
更
に
そ
の
上
の
改
正
を
な
．
量
等
に
よ
り
差
異
を
つ
け
ら
れ
次
に
國
民
生
活
は
ど
う
か
、

の
経
流
は
な
い
課
で
あ
る
。
　
　
な
ど
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
　
　
し
職
階
鋼
を
定
め
そ
の
職
務
に
て
じ
る
鐸
で
あ
る
、
術
又
そ
の
ソ
蓮
二
億
三
千
万
人
は
前
述
の
如

　
尋
『
昭
和
惰
三
年
度
決
算
認
定
の
四
邦
術
全
地
積
内
に
道
路
一
七
明
に
よ
り
一
段
と
本
協
会
の
活

　
合
圏
　
　
”
件
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
五
六
〇
米
堰
二
、
五
六
〇
米
が
動
を
活
濃
に
す
る
を
要
す
る
の

　
函
ゆ
一
、
昭
和
廿
五
年
度
予
算
議
決
の
』
含
脚
れ
て
あ
◎
外
に
堰
堤
の
構
申
合
を
な
し
散
会
し
た
が
骨
五

飾
蟹
期
響
つ
戴
蟹
鵡
辮
驚
縫
雛
礫
、
役
職
員
は
左
の
選

協
、
宥
　
　
　
■
す
る
と
せ
羅
嚢
滋
三
千
顧
問
藤
岩
野
蘇
議

郡
両
器
筆
の
施
茎
噂
欝
齢
繍
盤
餅
纏
ず
ボ
一
郎

　
　
㎜
八
町
歩
・
，
山
林
四
七
七
町
歩
そ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
弟
乃
從
つ
　
安
塚
土
木
出
張
所
大
李
主
義

F
㎜
の
他
と
な
混
の
碧
会
七
て
葉
の
枠
と
か
実
績
と
か
は
安
塚
役
場
美
係

　
　
ぷ
ポ
　
ヨ
モ
き
ヨ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
き
ヨ
き
さ
き
き
ニ
き
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
謎
…
麟
横
棚
薩
灘
鐸
織
会
砥
嫉
義
を
満
旺
松
之
山
湯
本
凌
雲
閣
で
開
　
一
慮
解
溝
し
た
も
の
と
麿
倣
七
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

．
　
㎜
催
縣
砂
防
課
よ
ら
吉
村
技
師
、
藤
原
、
，
山
石
野
両
縣
議
、
安
塚
土
　
小
さ
な
工
築
は
除
外
さ
れ
る
こ

・
．
　
㎜
木
出
張
所
長
、
松
代
砂
防
察
務
所
長
、
外
各
村
長
及
闘
係
藩
墾
　
と
＼
な
ろ
う
等
の
説
明
あ
つ
て

｝
　
．
岬
集
し
左
記
の
議
決
を
な
つ
☆
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
箏
に
入
り
こ
の
両
技
師
の
説
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舞
糀
籠
懸
聾
騰
鵬
懸
灘
横
講
灘
繊
鶉
隙
綱
響
鵬
凝
警
瀦
講
噺
鐸
惣
れ
鍋
講
躍
欝
臨
簸

〆最近の國際情勢灰τう『¢』溢

い
る
が
衣
服
は
三
十
年
前
よ
り
よ
り
は
著
く
高
慣
に
取
弓
さ
如
、
ル
ー
フ
ル
が
李
均
と
さ
れ
最
低
所
得
税
は
所
衆
の
五
、
六
蛎
で
婦
共
稼
ぎ
し
て
一
も
追
付
く
課
は
な

低
下
し
て
い
る
。
　
，
　
　
　
　
・
て
い
る
而
し
私
有
畑
と
い
え
ど
ご
五
〇
ル
ー
プ
粥
、
大
臣
の
最
あ
る
か
ら
此
の
点
は
低
い
が
國
い
五
百
ル
ー
プ
ル
は
一
人
の
最
楓

こ
勉
は
國
防
に
重
点
を
置
い
た
も
主
食
を
作
付
す
る
こ
と
は
許
高
が
八
千
ル
L
．
7
ル
で
あ
る
と
の
税
牧
入
の
八
○
％
は
闘
税
謳
覧
生
活
費
ル
か
な
い
の
で
あ
る
。

と
も
云
わ
れ
る
が
政
府
の
予
算
さ
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
傳
え
略
れ
る
ぴ
　
　
　
　
　
　
あ
つ
て
残
り
十
四
、
四
％
が
そ
今
國
民
は
託
児
所
制
度
を
履
し
て

以
外
の
物
ば
何
f
つ
と
し
て
作
主
食
は
縄
て
共
同
作
業
に
歳
る
勤
勢
婦
人
は
朝
、
土
瘍
な
う
共
．
の
他
で
あ
る
。
　
　
　
　
、
　
　
賃
銀
李
均
額
の
倍
額
に
す
る
こ
と

※
公
民
館
圏
書
を
利
用
の
方
へ

冬
期
間
い
ろ
く
の
都
合
で
十

，
二
月
一
日
よ
り
（
四
月
中
旬
迄
）

役
勝
階
上
に
図
書
を
移
轄
し
ま
｝

し
牝
．
閲
畳
叉
は
巡
同
図
書
御
希
晒

望
の
方
は
当
援
公
鋭
窟
．
係
へ
蓮
、

ヒ
ヨ
も
ノ
ヤ
で
く
へ
ち
む
く
も
ヒ
き
を
き
を
き
ギ
し
く
イ
し

紛
又
十
人
の
子
供
を
熊
ん
だ
蹄
，
は
舵

絡
下
さ
い
　
魑
ゼ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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誰
粥
灘
臆
蟻
械
諫
饗
護
難
蒜
鷲
㌶
硯
禁
籔
婦
露
七
。
島
騨
眼
刺
轄
蹴
鱗
政
、
璽
軍
事
の
、
、
、
本
立
で
あ
『
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『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
“

器
麹
含
ま
れ
て
い
ゐ
か
驚
認
慧
離
羅
難
欝
醗
鱗
謬
雛
揺
購
鍵
嬰
韓
畷
ヌ
あ
る
こ
購
禦
る
．
》
と
適
、
オ
風
潜

羨
霧
働
者
綾
蕗
家
公
ば
刈
羨
し
、
髭
舞
の
牧
方
贅
戻
る
が
難
と
さ
れ
て
ン
苦
円
に
対
し
九
再
、
次
食
は
カ
・
リ
ー
管
本
毒
多
い
以
上
楚
の
　
診
笈
し
焦

務
員
で
あ
る
が
蹄
鉄
工
だ
け
は
穫
漏
れ
の
甚
し
い
こ
と
は
大
墾
い
る
。
こ
の
關
係
上
い
熊
兄
所
の
が
バ
タ
の
六
十
七
円
肉
の
七
十
が
衣
服
は
臼
本
よ
り
ば
る
か
に
劣
さ
泌
近
の
國
際
情
勢
に
！
ビ

私
業
と
し
て
認
め
ち
れ
で
い
る
な
も
の
で
あ
る
。
多
い
時
に
は
設
置
、
そ
の
施
設
は
全
く
世
界
二
円
等
で
セ
メ
ン
ト
の
如
巷
は
つ
て
い
る
、
住
宅
は
仏
副
述
の
如
く
な
ら
ば
い
づ
れ
の
燭
も
自
國
の
『

農
機
具
の
類
は
國
が
所
有
し
製
十
五
％
（
全
収
量
）
少
く
と
も
七
憎
と
雷
だ
よ
う
。
　
　
　
　
　
僅
か
に
百
円
に
対
し
五
十
曳
痛
　
日
本
と
は
比
較
に
3
り
濾
湘
末
さ
有
利
と
さ
れ
る
方
針
に
依
る
こ
と
ト
潟

作
す
る
外
、
個
人
は
も
ち
ろ
ん
％
雫
ら
ん
毒
窺
蓑
府
纂
の
蚕
．
嶺
籍
蔓
塘
翁
度
品
は
冨
に
対
｝
し
て
で
あ
る
．
ξ
　
　
誉
羨
蒙
い
が
9
帆
－
物
資
の
蜘

農
業
協
同
組
合
ε
い
え
ど
も
こ
は
こ
れ
が
対
策
に
腐
心
し
て
い
ち
も
の
は
大
臣
に
政
府
要
員
で
こ
れ
叉
僅
か
に
，
一
円
を
談
す
る
子
供
の
な
い
者
は
未
婚
既
妬
に
不
豊
富
な
國
は
物
量
で
海
軍
力
の
強
勇
痢

れ
を
作
製
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
傳
腐
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
次
が
軍
人
で
あ
る
。
　
　
　
・
　
の
み
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
、
抱
、
一
定
の
年
令
に
達
す
れ
ぱ
子
な
る
國
で
ば
海
軍
に
物
を
言
わ
せ
・
↓

な
い
而
し
て
反
面
又
農
作
業
の
次
に
工
塙
の
経
営
に
つ
い
て
ず
職
階
級
が
り
冗
る
飛
つ
れ
て
標
々
衣
料
。
㎜
そ
の
他
の
贅
沢
品
に
対
な
し
税
．
こ
し
て
全
所
得
の
六
％
が
，
と
言
う
如
く
ア
汐
リ
カ
は
そ
の
生
竃
｝

鞭
蠣
灘
講
瀦
搬
蟻
購
蜘
灘
聯
鱗
繊
饗
麟
欝
職
篠
舗
縁
璽
鱗
鑑
羅
灘
’
課
謙
灘
粥
薫
薫

て
い
る
ゆ
　
　
－
　
　
　
　
　
　
で
勤
績
年
数
之
か
熟
錬
等
は
考
ジ
蓮
は
雇
入
を
雇
入
れ
る
こ
と
れ
衣
の
を
こ
ろ
迄
手
が
出
な
い
が
與
え
ら
れ
る
、
「
番
多
い
扶
助
次
が
政
治
で
次
が
軍
事
と
云
う
如
く
㎜

日
本
や
諸
外
國
の
寸
フ
に
供
出
著
し
く
低
下
す
る
に
至
つ
た
。
　
醐
の
公
務
員
で
あ
る
か
ら
で
あ
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
ゆ
ら
で
合
一
時
金
と
し
て
二
千
五
百
ル
ー

の
樹
獲
辞
叢
葛
盛
こ
の
製
掻
か
y
年
護
る
．
，
、
　
　
　
　
£
る
、
住
宅
は
容
易
に
入
モ
ソ
隻
給
嘉
る
外
月
と
墾
額

切
政
府
の
倉
庫
に
納
入
さ
晒
て
正
さ
れ
個
人
毎
に
責
任
制
を
探
食
事
も
階
級
に
よ
つ
て
違
つ
て
出
来
な
い
、
住
宅
が
有
つ
て
も
の
扶
助
料
の
支
給
が
あ
る
と
云
わ

い
る
こ
と
は
言
う
を
侯
た
な
い
用
し
た
。
今
で
云
わ
れ
る
ノ
ル
未
る
先
づ
工
蕩
長
、
各
部
課
長
入
手
出
来
な
じ
と
云
う
こ
乏
に
れ
る
。

　
　
　
　
　
ド
　
ト
　
　
ペ
ロ
の
ロ
　
き
ヨ
ワ
ヨ
リ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ほ
じ
セ
ド
　
ロ
　
リ
　
ロ
レ
じ
ロ
ロ
コ
ロ
　
じ
き
し
ロ
ロ
い

ソ
蓮
は
共
産
、
軍
事
、
外
交
の
三
つ
．
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ゴ
　

で
あ
る
。
　
【
山
賀
詑
】
　
　
蜘
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㎜

　
　
　
　
（
以
下
次
号
へ
）
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嗣
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中
學
稜
研
究
集
會
　
　
　
　
　
』
　
　
ー
，
ー
ー
　
“
ー
紅
…
ー
、
～
ー
ー
　
　
　
　
　
　
，
、
ー

　
　
ヱ
ハ
三
制
実
施
三
年
理
論
の
時
期
は
過

　
　
㎝
ぎ
た
つ
身
近
か
亡
あ
る
間
題
解
決
～

　
　
｝
と
教
育
は
進
展
し
で
い
る
り
．

　
　
㎜
縣
は
昭
和
二
十
四
年
度
仁
こ
の
周
題

　
　
㎜
を
と
ら
え
で
縣
下
三
郡
を
指
定
し
て

　
．
｝
、
指
導
会
を
計
画
し
カ
の
だ
が
財
政
難
｝

　
　
門
に
陥
り
中
止
の
止
む
な
き
に
至
つ
た

　
　
㎜
山
間
部
の
郡
と
し
て
指
定
を
受
嫉
て

　
　
藤
囎
霧
ψ
蹟
鞭
懸
獣
｝

　
　
㎜
同
組
合
、
地
元
の
癒
援
を
得
て
新
型
『

茜
砺
＋
七
H
＋
八
日
棚
催
さ
れ
た
｝

　
　
㎜
縣
が
ら
は
長
谷
川
、
．
士
肥
、
小
山
、
一

　
　
蒲
毅
育
．
巌
業
撃
る
簑
、
2

　
　
・
た
が
敏
育
長
は
都
合
が
あ
つ
て
塞
会
｝

　
　
ぼ

　
　
轡
さ
れ
な
か
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
㎜
中
学
校
教
員
七
十
名
集
会
の
も
と
に
L

　
　
㎜
眞
創
な
討
議
が
交
わ
さ
れ
縣
下
教
育
｛

　
　
㎜
会
に
誇
り
得
る
成
果
を
畢
げ
た
・
　
…

　
　
皿
色
々
雑
務
進
行
に
困
難
を
す
る
筈
だ
㎜

　
　
㌻
蒙
決
然
茎
A
嚴
援
毒
2

　
　
㎜
；
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
鵬
実
に
今
迄
に
な
い
積
極
的
な
協
力
振
、

τ
に
茎
会
籍
馬
中
護
懲

　
　
㎜
〃
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
上
げ
ら
れ
｝

　
　
㎜
た
問
題
は
印
刷
に
付
さ
れ
て
会
員
並
一

　
　
㎜
に
郡
下
各
校
に
配
布
さ
れ
た
。
　
　
｝

　
　
榊

　
　
の 撃0

ゆ
ゆ
『

　
ぢ
ツ

舞
’i

蕪
糠
辮
裡
灘
簾
｝

『
鴨
－

蓼
ー
」

曜
薯写

一
即
川
砦
捗
諜
瑠
董

立
．
”

9
－
3

、
葺

〆
琵瓦公

㎜
松
代
中
学
校
教
職
員
全
員
参
加
の
爲
｝

、
代
漸
誇
峯
に
蕎
接
纂
塗
で
…

松
朔
の
威
謝
置
ぐ
爆
ぎ
る
所
で
あ
つ
た
。
・
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ワ
ー
ク
シ　
　
・
ヨ
ツ
プ
〉
絡
了

第
『
陸
（
十
．
七
同
）
研
究
問
題

ぺ
學
校
管
埋

聖
A
、
分
梗
め
蓮
営
を
如
何
に
し
た
ら

　
　
よ
い
か
、

B
、
校
舎
設
備
の
利
用
に
つ
い
て

二
、
新
し
い
教
育
目
標
に
よ
る
教
科

　
ー
指
導
』

A
、
待
別
教
科
過
程

豊
、
学
級
担
任
制
と
教
科
担
任

三
、
生
徒
指
導
計
画

A
．
生
徒
指
導
に
於
け
る
属
主
的
躾

　
　
の
研
究

B
、
生
徒
指
導
要
録
に
つ
い
て

　
　
　
（
荷
学
籍
簿
）

四
、
職
業
指
導

『
公
、
職
業
科
家
庭
科
振
卿
策

第
二
臼
目
（
十
八
日
）

「
松
代
中
単
校
公
開

．
入
、
普
通
学
習
公
開

B
、
特
別
教
育
活
動
公
聞

C
、
リ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン

ニ
、
研
究
発
表
（
松
代
中
学
校
長
）

A
、
松
代
中
学
校
敏
育
目
票

　
し
て
養
豚
業
の
地
位
は
今
更
説
明
を
り
も
自
然
交
配
よ
り
多
く
な
つ
て
居

　
要
し
な
》
処
で
あ
り
ま
す
ρ
　
　
　
■
り
ま
す
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑

　
然
毒
が
ら
当
地
に
於
て
豚
の
不
籏
㊧
豚
の
発
情
・
授
精
の
適
期
に
つ
い
て
琉
期

瞬
鱒
欝
醤
驚
羅
難
鷺
繍
難
礁

　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
日
後
期
噸
、
八
日
で
あ
ゆ
ま
す
。
発

．
十
一
丹
か
ら
が
愈
々
蕃
殖
適
期
で
あ
　
　
外
陰
部
の
腫
れ
る
程
度
は
前
期
は

　
り
ま
す
の
に
既
に
、
上
越
國
境
に
は
　
戯
縷
援
幾
俊
協
み
が
』
ら
侵
れ

　
白
雲
が
兄
え
始
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
が
次
第
に
腫
れ
中
期
（
牡
許
繍
期
〉

　
最
好
適
期
の
十
二
月
貞
厄
一
月
と
も
な
　
　
に
入
ろ
う
と
す
る
時
は
臆
れ
み
程

　
れ
ば
、
数
尺
の
雪
に
見
舞
れ
て
吹
雪
　
　
度
が
最
高
に
逮
し
陰
門
か
ら
水
穣
期

　
の
日
に
は
豚
の
種
付
は
お
ろ
か
人
の
　
乳
白
色
の
粘
液
を
漏
し
ま
す
。
　
　
前
日

編
議
聯
灘
％
瀦
禦
錫
耀
離
購
縣
凝
⑳
灘

　
開
設
以
来
鏡
意
ブ
タ
の
人
工
授
精
に
　
腰
に
乗
う
カ
を
加
え
る
時
は
尾
を

，
關
し
研
究
努
力
し
て
滲
り
ま
し
た
。
　
　
上
げ
一
分
間
位
は
動
か
黛
切
　
，
ー

　
》

舷勧鮭撫
撫
繕
灘
嚇
辮
枷
鰯
慰
簾
難
凱
、
曾

・
ま
せ
ん
。
戴
に
有
畜
農
業
の
噌
理
と
の
統
計
に
よ
れ
ば
『
胎
の
産
仔
籔
よ
　
　
　
L
叙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
“
…
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
く
て
此
度
漸
く
縣
下
に
先
端
を
切

お
藻
肇
の
蒙
劇
る
考
え
獲
び
脇
瓢
礒
精
を
開
設
讐

ω
継
鰍
過
　
｝
⇔
泌
繹
報
種
付
す
る
の

㈲
眞
理
の
愛
好
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
め
力
ま
す
か
ら
從
来
最
も
厄
介

個
求
む
る
為
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
つ
た
豚
を
種
付
に
輸
邊
す
る

依
コ
、
、
、
∋
ヨ
イ
ス
ク
ー
劣
考
え

、
＠
自
主
性

c
、
人
間
像

三
、
部
会
報
告
会
第
一
日
の
研
究
問

　
題
を
七
部
会
に
分
担
研
究
し
た
も

　
の
を
司
会
脅
が
結
論
を
報
告
し
た

，
（
紙
面
の
都
合
上
溝
馨
）
以
上

響
レ
卵
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勢
精
　

五　
1

0●の

…
　
し
粘
液
漏
出

1’一・…………・一1

陰　　　　　　　o時問

部　　　　　・　陰
が　　　　　　　　部
幾　　　　　　　　の

分　　　　　　　腫
赤　　　　．　　脹
味　　　　　　　　最

が　　　　　　　高
か　　　　　　　　　に

』る　　　　　　　　達

　
　
　
　
き
き
く
で
ミ
く
な
く
も
く
ま
ミ
く
く
セ
ロ
ミ
ャ
ぎ
み
ヌ
く
も
ち
ぺ
ぺ
へ
き
き
　
ミ
の
モ
き
モ
き
ミ
き
モ
セ
も

廟
幽
．
　
赫
鰐
膨
幾
警
雛
欝
助
勝
吸
牧
塵
の
繍
羅
徽
卒
業
者
蔭
謙

　
・
求
め
よ
！
盃
を
　
　
く
な
る
。
　
　
　
　
　
　
濾
過
作
用
の
強
弱
に
あ
る
。
　
　
★
A
峯
季
の
農
産
加
工
実
習
に
つ
い
て

酒
と
脱
線
、
酒
と
劣
周
題
難
の
聾
ラ
窃
る
．
　
　
　
楡
快
奉
黎
題
松
代
村
建
設
最
今
年
螢
点
主
壽
聖
実
蓼
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
こ
れ
が
始
つ
て
か
ら
十
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
と
二
十
五
時
間
の
間
が
授
精
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
も
良
い
時
期
で
此
の
期
閥
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
精
を
行
へ
ば
百
発
百
中
受
胎
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
う
ソ
』
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
情
中
期
に
入
つ
て
か
ら
時
間
が
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
つ
に
つ
れ
陰
部
は
だ
ん
／
￥
縮

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
　
　
　
　
　
　
ま
り
又
其
の
赤
味
も
薄
く
な
う
、

ω
優
秀
な
血
統
の
種
牡
を
贋
範
囲
　
　
後
期
に
入
る
と
之
等
の
歌
態
ば
盆

に
供
用
す
る
こ
と
が
出
宋
ま
す
。
・
　
々
進
ん
で
途
に
普
段
と
愛
り
な
く

從
つ
て
李
凡
な
種
牡
は
遠
慮
な
ぐ
　
　
な
り
ま
す
。
　
（
下
図
参
照
）

淘
汰
し
て
優
良
種
畜
の
少
数
を
確
⑳
人
工
授
精
の
実
施
に
つ
“
て

保
す
れ
ば
足
る
こ
と
に
な
り
ま
す
　
ω
申
込
に
り
い
で

樹
生
殖
生
理
学
の
知
識
を
慮
用
し
　
、
人
工
授
精
は
申
込
次
第
時
期
遠
近
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へ
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”
米
の
包
装
の
愛
更
に
つ
，
い
て
・
〃

」

陳
の
塁
罐
和
二
＋
葦
棄
、
・
墨
薯
．

　
｝　
な
ト
・
ま
す
つ

　
　
ロ

い
郵
外
砧
蜆
鶴
齪
樋
鍛
饗
赫
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
ら
特
に
封
数
と
目
方
と
ヒ
グ
に
問
蓮
い
な
い
様

　
注
意
し
て
作
製
し
て
下
ざ
い
。

　
　
（
梗
　
．
俵
）

内
当
の
も
の

直
竺
軍
量
．
，
醐

＝
、
・
尺
π
・
匁

外
当
の
も
9
、

一
尺

九
〇
匁

　
に
か
、
わ
ら
す
出
張
致
し
ま
す
。

　
申
込
は
直
接
又
は
電
話
電
報
等
で

　
｝
も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

’
．
術
当
所
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で

，
豫
め
別
紙
申
込
書
に
予
定
又
は
希

　
望
授
精
月
日
を
記
入
し
成
る
可
く

　
早
く
御
提
出
下
さ
い
。

ω
種
牡
豚
並
種
付
料

　
只
合
，
供
用
中
の
種
牡
豚
は
埼
玉
縣

　
か
ら
購
入
せ
る
高
等
登
録
資
格
の

　
優
秀
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
．

　
種
付
料
知
頭
千
五
百
冊
で
同
数
に

　
は
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。

　
術
不
明
の
点
は
直
接
御
述
絡
下
さ

。
い
Q

　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
ミ
、
、
、

，
備
考
重
量
は
上
下
夫
々
，
一
〇
匁
0
差
を
認
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
当
の
み
該
当

（
複
式
俵
）

　
　
編封重封コ

　
所
く
四

　
　
中
央
，
　
七
、
○
寸

　
問
左
右
，
　
六
、
五
寸

　
　
　
両
端
五
、
五
寸

　
翼
七
〇
以
上

　
量
く
九
〇
〇
匁

モ
．
丈
く
四
、
○
尺

　
（
備
考
）

　
　
重
量
は
上
下
夫
々
二
〇
匁
の
差
を
認
む

☆
以
上
こ
の
よ
う
に
攣
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
【
食
糧
事
務
所
松
代
出
張
研
】

「
秘
蕉
郎
で
榔
測
載
創
調
呂
い
で
蔚
魁
焼
，

蛍、

時
折
、
器
理
、
生
花
を
も
行
つ
て
居
妖
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
≦
．
＼
ミ
～
、
§
・
　
，

庭
鞠
獣
鋤
銃
播
．
凍

．
家
近
く
編
物
の
講
習
会
を
開
き

子
た
い
と
目
下
講
師
乏
交
渉
中
で
め
り
ま

女
，
ず
が
雰
中
に
束
京
か
ら
果
し
て
來
村
出

禽
警
鉢
ど
う
か
返
事
を
ま
っ
て
い
る
次

　
㎝ 科につ秘・て

ま
す
。

今
冬
は
和
裁
の
方
侭
も
大
い
に
や
つ
て

ゆ
く
考
へ
で
す
先
月
は
染
色
の
講
習
の

斡
施
が
あ
り
ま
し
て
一
、
般
婦
人
も
参
加

を
願
つ
て
講
習
会
を
開
い
て

み
よ
ケ
と
思
つ
た
が
時
農
繁
，
Q
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑

　』幽』■『

騨

き
く
く
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
乏
く
≦
・
〈
く

開
講
の
節
は
一
般
者
の
滲
加
・

を
希
望
し
ま
す
，

男
女
の
農
産
加
工
と
独
立
し

て
女
子
の
方
は
家
庭
向
き
の

食
品
加
工
の
講
義
及
実
脅
を

新
設
致
し
ま
す
。

〆
　
　
、

　
r
弓
G
零
＝
岡
認
3
3
旨
＝
零
鱒
5
＝
贈
賜
＝
＝
嚇
3
ε
＝
＝
＝
3
3
鱒
鴨
3
3
＝
＝
＝
5
呂
．
．
、

　
㎜
※
公
民
館
新
聞
編
集
係
か

　
蜘
ら
の
お
知
ら
せ

　
燗
　
　
　
　
　
松
℃
“
羽
司
’
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幣

　
㎜
廣
告
を
掲
載
致
し
ま
す
か
㎜

㎜
ら
ど
し
ぐ
申
込
下
さ
い
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
㎜
★
巾
込
所
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
㎜
役
場
内
公
民
館
係
　
　
叩

庶
　
　
　
　
鈴
木
盆
藏
　
・
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公
㎜

，
ー
㎜

　
け

　
㎜
先
づ

　
㎜
H
年
令
別
性
別
の
死
亡
に
つ
い
て

　
｝
＠
一
番
多
い
死
因
に
つ
い
て

　
㎜
図
年
令
層
か
ら
見
た
死
因

　
…
⑯
農
村
の
肚
会
的
地
位
と
そ
の
環
境

行
｝
O
D
今
後
に
於
け
る
研
究
課
題

　
　
き
－
誓
凄
§
妻
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
i

　
　
醗
松
代
村
の
死
．
亡
統
計
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
診
療
所
關
谷
友
一
郎

今
迄
全
々
手
を
つ
け
た
こ
の
な
か
つ
五
本
村
の
死
亡
及
死
因
の
調
査
に
つ
い

て
今
券
役
埼
の
戸
籍
係
の
鈴
木
さ
ん
共
の
多
の
献
身
的
な
協
力
を
得
て
曲
レ

な
り
と
も
，
肉
患
調
査
が
纏
つ
、
た
の
で
此
処
に
中
闘
報
告
的
に
村
の
死
亡
及
死

因
を
公
開
し
て
見
た
い
と
思
う
。

、
調
査
方
病
と
し
て
は
專
ら
役
揚
の
戸
籍
及
死
亡
診
断
書
に
依
存
す
る
以
外
に

探
る
べ
き
方
法
が
な
ズ
一
人
一
葉
づ
、
の
「
カ
ー
ギ
」
を
作
製
し
て
、
表
に
し
た

迄
で
あ
ぢ
が
調
査
を
始
め
て
見
て
以
外
の
手
数
の
が
s
る
砂
に
驚
い
た
こ
れ

で
は
今
迄
誰
で
も
手
を
つ
け
る
者
が
い
な
か
つ
た
こ
乏
が
不
思
議
で
は
な
い

と
忍
う
o

　
さ
イ

然
し
π
事
を
つ
け
た
か
修
に
は
纒
め
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
と
余
暇
を

兄
て
約
牛
年
や
う
や
く
こ
、
に
初
ル
的
な
数
宇
の
配
列
を
見
た
も
の
で
統
計

学
か
ら
云
つ
た
ち
誠
乏
不
完
全
な
も
砂
ご
思
わ
れ
る
が
讃
者
が
一
人
で
も
目

を
通
L
て
な
る
程
こ
ん
な
も
め
か
と
思
ぴ
且
つ
戚
じ
る
入
が
あ
つ
た
と
し
た

ら
私
と
し
意
ば
調
査
の
カ
ヒ
が
あ
つ
た
と
自
負
？
し
た
い
の
で
あ
る
。

調
査
期
問
の
選
定
に
つ
い
て
は
戦
雫
末
期
」
り
終
職
の
混
乱
期
を
選
び
我
が

國
肚
会
の
混
乱
期
に
於
て
如
何
な
る
影
響
を
民
衆
の
身
体
に
当
へ
て
，
い
る
か

を
兄
た
が
つ
た
が
本
中
間
報
告
に
於
て
は
標
準
と
な
る
べ
き
調
査
期
問
が
な

い
鴬
專
ら
本
調
査
期
間
の
箏
実
に
つ
い
て
の
み
述
る
こ
ε
、
し
標
準
と
ね
る

ぺ
き
期
間
の
サ
．
ン
プ
ル
を
擶
未
と
つ
た
時
比
較
研
討
し
て
兄
た
い
と
思
う
そ

の
時
始
め
て
何
等
か
の
結
論
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

術
本
期
間
に
於
け
る
戦
死
、
－
戦
病
死
、
戦
災
死
等
直
接
戦
孚
行
爲
に
よ
つ
て

死
亡
し
た
と
思
わ
れ
る
者
に
づ
い
で
は
判
明
す
を
範
囲
内
に
於
て
こ
れ
を
除

外
し
た
が
共
の
内
で
若
干
害
傷
不
虎
死
と
し
て
含
ま
れ
た
者
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
ご
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
ゆ

そ
れ
か
ら
」
自
他
殺
等
に
つ
い
て
も
死
亡
診
断
書
の
傷
病
名
に
依
つ
た
爲
事

實
と
異
な
る
傷
病
蹟
分
に
含
ま
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

★
　
八
月
お
盆
に
公
民
館
の
展
示
会
が
あ
つ
た
時
　
三
ケ
年
統
計
を
展
示

し
た
筈
で
大
体
の
見
当
は
關
心
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々
に
獄
既
に
わ
か
つ
た
こ

と
、
思
ふ
が
初
期
の
目
酌
で
あ
つ
た
最
近
に
於
け
る
過
去
五
ケ
年
の
数
字
に

基
き
私
の
浅
薄
な
る
ヒ
見
を
以
て
こ
の
数
字
を
凝
覗
し
て
見
た
い
と
思
う
。
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年度しれ垂て上，を
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亡こ只は叉麹｝へ
＿と諸な1私論ナ、て
に、賢い如を通見
つ思のこき兄りた
い　う参とも出こ・い
　　○考はのさのと
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　　資く考等をう
〇
九
人
で
あ
り
こ
れ
を
一
年
閥
に
李

．
均
す
る
ご
一
六
一
、
八
人
に
な
る
と

い
つ
て
も
果
し
て
多
い
の
か
少
な
い

の
か
わ
か
う
か
ね
る
方
々
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
ご
れ
を
人
口
千
人
当
の

死
亡
傘
に
換
算
ず
る
と
千
人
の
人
に

っ
い
』
に
一
年
に
約
ニ
ニ
人
の
死
本
者

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
未
る
こ
れ

以
つ
て
何
等
か
の
結
論
を
兄
出
さ
う
等
を
次
の
表
に
比
較
し
て
兄
た
ら
わ
か

・
翫
ち
ケ
ノ
リ
ヵ
、
図
等
］
デ
ン
等
は
千
危
年
と
は
あ
な
が
ち
う
そ
で
な
い
デ
～
と

人
に
つ
か
て
十
，
一
人
程
度
の
死
亡
傘
で
が
統
計
上
現
れ
る
と
い
う
惨
雌
た
る
遇

あ，

る
に
か
㌧
わ
，
ら
す
日
本
で
は
市
部
に
の
で
あ
る
。

於
て
十
七
、
，
七
我
松
代
は
な
ん
と
二
十
我
國
に
於
蹴
る
市
部
郡
部
の
死
亡
牽
が

三
人
と
比
較
に
な
ら
な
い
大
き
ね
隔
参
三
人
の
腸
き
を
見
せ
我
村
に
於
て
は
市

を
見
せ
て
い
ξ
で
は
な
じ
か
。
ー
　
，
部
に
対
し
七
、
三
人
⑳
差
を
示
し
て
い

季
均
令
数
に
於
て
右
亦
然
り
で
四
二
の
右
こ
と
は
日
本
の
肚
会
発
展
の
形
棒
を

る
と
思
う

　
　
人
口
千
人
，
に
つ
い
て
添
均
令
轍

．
國
分

ー
ー
而
庇
亡
障
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市
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飼
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七
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署
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喫
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旧
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、
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｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翌
b
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
盆

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
c

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
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欧
撲
二
、
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陰
，

一り冒
，

－
『

　
帆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
一
庚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琳
五
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
三
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四
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各年・

死亡
L

令層
％’○

　
死
を
以
て
現
し
で
い
る
王
も
云
う
こ
と

　
が
出
未
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
絃
策
四
に

　
於
て
考
ぺ
て
見
る
こ
と
、
し
こ
、
噴
．
は

ど
5
し
て
こ
ん
な
に
死
亡
率
が
高
く
な

　
）
李
均
令
徽
が
抵
く
な
つ
て
い
る
か
を
，

・
探
る
こ
と
に
す
る
。
・

　
先
づ
第
一
衷
の
各
年
令
居
の
死
亡
率
を

　
見
で
“
た
y
き
た
い
。

　
本
調
糞
期
間
の
死
亡
を
百
％
と
し
た
場

　
合
一
才
～
四
才
ま
で
の
死
亡
率
が
な
ん

　
と
全
体
の
二
六
、
五
％
約
三
分
の
一
を

　
占
て
い
る
こ
と
に
目
を
兄
は
る
で
あ
ろ

　
う
o

　
し
か
し
こ
の
数
字
の
過
孚
激
は
生
後
一

　
ケ
年
間
の
乳
幼
時
が
殆
ん
ど
を
占
め
て

　
い
る
こ
魚
等
ば
何
を
物
語
る
で
あ
右
う

　
か
、
勿
論
衛
生
思
想
の
低
劣
も
そ
の
因

　
と
な
ろ
う
。

　
家
屋
の
環
境
に
も
よ
ろ
う
。

　
自
然
理
境
も
大
，
い
に
影
響
し
て
い
る
だ

　
ろ
う
。
b

　
学
者
の
大
部
分
は
こ
の
事
実
を
家
屋
そ

　
の
他
生
活
様
式
及
衛
生
思
想
の
低
劣
に

　
あ
り
と
そ
の
責
を
徒
に
農
村
に
お
し
り

●
け
、
托
見
所
の
設
置
や
衛
生
思
想
の
曹

　
及
及
び
単
校
に
於
け
る
給
食
等
極
地
的

　
に
こ
れ
を
解
決
し
や
う
ε
努
め
て
い
る

　
が
一
向
其
の
成
果
が
畢
ら
な
い
の
は
ど

　
う
し
た
わ
け
で
あ
ら
う
。

　
年
令
別
に
見
た
死
亡
統
計
を
云
々
し
よ

　
シ
と
し
た
時
乳
幼
見
の
死
亡
徽
が
そ
の

，
統
計
的
．
慧
義
め
総
て
y
あ
つ
て
誰
が
や

、
つ
て
も
こ
れ
よ
り
一
渉
も
出
な
い
こ
と

　
は
衆
知
の
纂
実
弔
あ
る
．
、

　
そ
の
解
訣
対
策
が
同
し
榛
で
あ
り
な
が

　
ら
一
向
に
そ
の
成
果
が
畢
ら
な
い
所
に

　
叉
農
村
に
於
け
灸
諸
機
構
の
褄
錐
さ
と

　
嚇
種
姓
が
存
在
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う

　
か
。

　
所
で
ど
う
や
つ
て
も
う
ま
く
行
か
な
い

　
も
の
を
そ
ん
な
に
探
索
し
て
見
て
も
し

　
や
う
が
な
い
で
は
な
い
か
と
云
う
入
が

　
多
い
こ
と
》
思
わ
れ
と
、
果
し
て
農
村

　
と
云
う
も
の
は
そ
の
通
り
で
農
民
は
面

り

『
O

7
道
ぐ
さ
い
こ
と
が
大
嫌
だ
そ
の
爲
に
い

つ
ま
で
た
つ
て
も
同
じ
研
で
足
諮
を
し

で
ゐ
る
、
御
本
人
は
よ
つ
ば
と
歩
い
た

と
思
つ
て
ゐ
る
が
は
た
で
見
て
い
る
と

一
行
に
進
ま
す
相
憂
ら
す
カ
ん
で
足
踏

し
で
ゐ
惹
ざ
ま
は
コ
ッ
ケ
イ
の
沙
汰
で

あ
る
が
か
く
云
ふ
私
も
そ
の
一
人
だ
！

斯
で
松
代
村
に
於
0
る
部
落
別
分
勲
字

は
ど
ん
な
も
の
だ
ら
う
か
！

　第
　二
　蓑

　部
　？客’

鋤1
1ゴ死
千嬰
人率

色

　
　
　
リ
　
ド
ま
ナ
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

て
お
り
、
統
計
の
誤
差
と
し
て
輕
く
か
㎜

鶴
け
乃
課
像
い
ゆ
な
い
と
思
わ
れ
｝

次
に
こ
の
表
を
各
地
．
騒
に
分
け
て
歓
察

し
て
兄
よ
う
。

榔
構
穐
即
欄
雌
魏
順
齪
灘

瀞
腓

　
　
　
清
　
丞
孟
　
堕
小
屋
九
瀧
　
沢

　
　
　
蓬
、
本
畜
　
刈
下
　
山
．
中
　
子

茄
荒
戸

　
　
　
　
　
　
爵
　
渡
剰
ー
翻
瓢
苧
　
島

汰
…
褥
　
　
　
｝
　
・
繭
海
　
老
桐
　
山

マ

レ
ジ
の
サ
シ
オ
ヘ
サ
ま
き
リ
ヨ

欄
　
　
　
　
　
一
確
李
均
人
口
千
人
に

丁
ず
翻
笹
翠
二
瑠
，
誰
傭

．
ー
B
　
　
一
、
署
瓢
　
　
三
、
一
蝋
　
二
四
、
一

右
の
五
地
槻
に
臨
分
し
て
見
る
と

b
　
」
、
｝
言
｝
　
二
四
、
八
　
三
」
二

1桐澗会池千小田・菅太小松部
　　　　　や　　　荒　落
山丞」沢塑L狂・．血沢迷！即戸代別

1三二・二轟一’二1二論一二｝二毎
1一蔦四一｝へ二九八一六“年
　・　、、　、　、　、、　、　、　、　、李

三五八四六六二七八九〇め

　　苧中た片孟犬海束蓬部
　計　　 、き桐　　　　　部一
　　島子潟．．山．旦1伏』老、山李”些
r二…三ぐ二＝三．鷹’斗’一三三二毎

　ニニ八二…九八○〇四年
　、　、　’　、　、　、・、　、　、　「’李

1　0四七七八一六ム五四士鉱

第
二
表
に
示
す
池
り
片
桐
山
、
桐
山
、

海
老
、
・
束
山
等
死
亡
郵
の
三
、
人
を
越

　
へ
る
部
落
が
あ
り
最
低
が
池
尻
の
一
～

　
、
，
四
人
で
ζ
の
最
低
－
の
小
部
落
が
や
う

　
や
く
先
進
文
明
諸
國
家
に
本
統
計
期
間

　
中
に
限
り
盾
を
な
ら
べ
ら
れ
る
所
に
あ

　
危
謂
だ
が
之
等
小
部
落
の
僅
か
の
期
間

　
起
於
け
る
藪
宇
は
確
実
性
が
な
い
こ
と

　
に
な
る
u

然
し
海
老
、
束
山
、
片
桐
出
、
桐
山
等

　
地
理
納
環
境
に
悪
ま
れ
な
い
部
落
の
死

亡
率
が
押
し
な
ぺ
て
他
よ
り
高
い
と
云

，
う
こ
と
は
村
民
特
に
村
指
導
者
の
綱
考

を
要
す
る
点
で
は
な
か
ろ
う
か
、
死
亡

率
の
み
で
総
て
の
文
化
程
度
を
計
測
す

　
る
の
は
誤
り
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が

　
と
に
か
く
之
等
の
部
落
は
文
化
の
恩
恋

　
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
は
事
実
で
原
始
的

　
生
活
を
活
ん
で
居
の
で
は
な
か
ろ
う
か

　
（
こ
ん
な
ご
と
を
い
う
と
こ
れ
等
の
部

　
落
の
人
達
に
対
し
失
禮
に
当
る
か
も
知

　
れ
な
い
が
…
…
）
但
し
先
程
も
述
ぺ
た

　
汕
り
統
計
の
誤
差
は
認
め
る
然
し
三
ケ

　
年
統
計
に
於
て
も
そ
の
度
は
強
く
現
れ

，
飾
敵
鰭
勲
諦
辮
籍
曝
簗

弛
熱
轡
寮
崔
垂

匪
が
死
亡
率
に
於
て
一
番
高
く
前
述
を
。

処
嘩
轟
婁
憲
こ
と
に
な
る
妃

そ
の
次
に
B
地
隔
（
墨
方
）
が
高
い
こ
れ

は
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
だ
ろ
ケ
か
、
も
皿

う
一
皮
飾
に
返
つ
て
窟
二
表
を
見
る
ビ
繭

こ
の
地
獄
は
総
体
的
に
死
亡
熱
が
蕩
い
㎜
，

こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
．
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
ド

会
沢
の
二
四
、
、
八
蓬
耶
φ
二
四
、
に
潔
㎜

水
の
纂
二
、
五
侮
れ
劣
ら
の
死
亡
峯
・

示
し
て
い
る
。

こ
れ
等
は
地
理
的
環
境
に
起
因
す
・
⇔

と
じ
街
．
．
、
．
、
．
り
6
が
地
理
的
｛

　
　
メ
ド
ロ
ノ
ド

取
り
上
げ
て
よ
U
ブ
ノ

地
理
的
に
見
だ
時
、
小
屋
力
’
　
　
　
脚

刈
と
殆
ど
攣
る
所
が
な
い
と
思
わ
れ
蝦
や

蓬
李
が
こ
の
高
率
を
示
し
て
い
る
・
　
｝

捗
立
地
條
件
ば
か
り
を
以
つ
て
律
・

　
　
　
の
で
ご
ン
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

れ
な
い
序
力
あ
る
で
あ
ろ
う

之
等
は
本
統
計
の
範
囲
内
で
は
探
多
猷
｝

未
な
い
所
と
云
わ
ね
ば
な
ろ
な
い
。
　
糊

，
其
の
原
因
が
過
勢
に
因
る
疲
勢
の
客

の
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
欲
・
イ

が
、
こ
れ
等
を
明
ち
か
に
理
論
与
け
惹
㎜

何
等
の
費
料
を
現
在
持
ち
合
せ
せ
此
処
一
・

で
確
た
み
結
論
を
兄
出
す
こ
と
は
困
難

で
あ
る
次
に
性
別
に
見
た
死
亡
で
あ
る

が
全
般
か
ら
見
た
性
別
の
比
蛮
．
は
私
の

予
想
に
♂
，
じ
可
等
認
む
ぺ
き
数
宇
を
見

出
し
得
な
が
つ
た
こ
れ
は
第
三
に
於
て
・

若
干
わ
か
る
所
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

D
劃
捌
「
1
三
、
四
三
、
六

E
．
　
一
、
晃
九
　
琶
a
　
宍
三

の
楼
に
な
．
り
前
に
述
べ
た
部
落
別
よ
り
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ヨ
i
薯
ー
ー
『
i
ー
…
，
．
、
…
．
ー
ヘ
『
－
手
閥
㈹
い
【
－
％
，
§
勉
電
閃
｝
噂
－
ヌ
§
き
旨
き
多
き
旨
噂
竃
書
噂
き
ヨ
罵
－
ヨ
§
多
差
ぎ
マ
墨
廿
§
6
輿
嵩
“
唄
区
串
…
鴨
『
鍋
◎
き
多
§
属
鰯
．
…
き
｝
彗
喜
臨
鴨
妻
碁
殉
“
騙
彗
…
巽
ヨ
風
…
モ
団
諺
畢
尋
噌
h
導
彫
ヌ
脚
身
…
雪
脅
…
多
｝
ヨ
ー
・
亀
；
…
…
…
…
ー
“
獣
§
き
§
遷
…
“
醤
き
噛
§
多
き
§
…
3
腎
3
…
ヨ
…
…
§
嚇
…
§
…
｝
ヨ
…
…
鴨
薯
…
§
き
己
…
毒
き
；
｛
§
…
…
．
ヨ
…
‘
…
…
…
」
麟
…
…
署
髄
…
§
書
ヨ
…
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
9

　
　
　
　
、
津
　
．
緯
力
恥
僻
拶
《
穣
ゆ
輿
醗
田
趣
　
謬
碑
　
－
極
」
セ
ー
喚
㎏
－
　
・
亀
　

歳
未
も
迫
つ
マ
昭
和
廿
四
年
も
間
日
を
重
い
税
金
に
は
誰
し
も
御
附
り
の
事
と
　
・
で
あ
り
，
．
、
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
両
年
此
方
面
に
対
し
て
村
当
局
は
浦
築
の
議
が
纒
り
ま
し
て
疾
風
迅
雷
数
同
に
亘
り
村
議
・
’
各
字
惣
代
共

余
さ
す
暮
れ
」
ヶ
と
し
て
居
り
ま
す
。
　
存
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
松
代
本
校
の
破
損
が
妙
な
ゆ
妨
極
附
で
あ
つ
た
と
の
そ
し
り
を
受
げ
た
の
勢
で
実
現
ざ
れ
た
壱
の
で
あ
り
他
有
志
相
集
っ
て
懇
談
協
議
を
重
醐

謄
雛
餐
雑
翻
瞥
鵬
謡
勝
餅
咄
、
蹴
漿
難
叢
喫
鮎
罐
補
離
糠
鞭
欝
鴛
叢
藁
繊
㍑
饗
鍵
雛
灘
霧
欝
雑

両
も
な
－
葦
目
の
馨
ゼ
迎
え
よ
の
難
警
の
震
蓄
大
禺
の
黛
羨
及
奪
震
籍
禽
題
！
馨
新
築
簿
か
ら
み
村
髪
の
肇
し
改
め
晟
謝
の
箏
季
る
も
じ
姿
．
　
　
　
｛

麓
鱒
欝
　
ぐ
る
し
辮
難
讐
拗
蓑
錘
灘
矯
馨
暴
齢
慧
騒
鰐
誘
鯉
難
欝
欝
ず
し
て
葉
繋
縦
㎜
　
一

婁
の
霧
に
は
讐
も
慧
餐
し
納
し
て
新
し
い
輩
響
蚤
晃
い
』
力
魯
－
萱
鶴
陳
は
葎
え
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
－
．
　
皿

な
か
つ
た
．
箏
と
想
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
と
思
い
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

然
七
乍
ら
当
時
の
予
想
か
ら
す
れ
ば
と
完
納
に
は
元
氣
で
働
い
て
頂
く
よ
与
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

も
か
く
我
々
が
本
日
迄
生
き
て
来
た
現
法
が
な
い
と
信
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

実
に
対
し
で
は
戚
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
　
ー
…
i
…
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
㎜

な
い
と
思
う
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★
敏
育
方
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

．
撃
孝
の
梨
松
代
村
募
譲
を
…
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』
㎜

搬
う
て
既
に
三
年
に
垂
ん
と
し
て
お
う
④
高
等
学
校
松
代
分
綾
は
発
校
二
年
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

，
ま
す
が
其
問
村
畏
各
位
の
非
常
な
る
御

援
助
に
ょ
う
ま
し
で
大
過
な
く
職
を
汚

さ
し
て
頂
い
た
こ
と
は
誠
に
衷
心
戚
謝

に
堪
え
な
い
事
で
あ
り
ま
す
。

因
よ
り
私
は
柄
子
も
な
ぐ
日
本
再
建
ご

か
農
村
復
興
ど
か
い
う
大
き
な
問
題
に

、
対
し
て
大
抱
負
大
方
策
を
云
々
す
る
意

　
　
難
灘
　

百
三
十
余
名
先
生
並
に
生
徒
の
眞
し
　
　
た
い
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。
、
　
　
　
犠
牲
者
敷
は
二
百
三
十
二
柱
に
及
ん
で
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
生
行
路
で
あ
り
ま
す

な
態
肇
修
響
の
点
に
於
て
羅
架
村
の
叢
吝
は
肇
黎
の
窟
り
ま
し
議
に
轟
塁
り
に
堪
へ
寿
欝
籏
譲
会
啄
陰
逝
－
奮
共
に
響
妄
鞍
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
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昭
和
廿
四
年
な
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
機
村
長
柳

図
も
実
力
も
あ
り
ま
せ
ん
が
少
く
と
も
、
　
．
　
　
　
ヤ
，

み
て

宗
　
一
　
耶

灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
居
る
欺
態
で
あ
り
ま
す
。

松
代
村
々
民
峯
和
で
樂
し
い
簿
の
鯖
学
葉
馨
箕
昨
年
村
民
各
位
形
に
恵
ま
れ
霰
に
か
ぐ
姦
縷
り
喜
．

営
む
事
の
出
来
る
村
民
で
あ
－
得
濠
の
講
轟
舞
の
歪
新
叢
は
婁
必
蓼
し
姦
の
嬬
を
必
壽
欝
に
撃
は
簾
笙
義
に
典

に
念
願
し
て
居
羨
筆
あ
り
ま
す
℃
拳
改
築
姦
い
き
嘉
果
績
と
す
る
欝
で
奢
ま
す
が
警
の
客
種
甕
の
房
最
餐
協
組
合

最
近
諸
般
の
装
姦
菟
ぞ
き
鑑
の
如
く
荷
砦
御
楚
の
事
奏
よ
う
崇
高
釜
糠
に
警
と
寡
籍
の
下
叢
蓄
蓬
藷

ろ
需
曽
欝
面
の
ヒ
蓮
は
塁
と
存
じ
ま
す
・
　
　
　
　
て
砦
に
於
け
る
畜
の
点
経
ε
屠
つ
藷
り
で
し
募
本
痩
に

追
ず
て
深
刻
の
度
を
増
し
て
来
で
い
る
　
殊
に
本
梗
に
至
つ
て
は
郡
内
魅
一
番
と
　
暦
の
鞠
奮
発
と
御
協
力
を
切
望
致
し
於
て
傳
染
病
患
者
五
名
を
出
し
た
事
は

し
た
い
こ
穿
し
3
嘉
も
－
響
で
す
・
　
，
　
　
と
霧
挫
晶
塁
叢
箒
地
晃
，
民
生
救
護
畜
摘
し
て
は
撃
墓

轟
に
撃
る
愕
雇
翠
に
見
越
せ
め
て
舞
蕩
欝
器
は
森
て
輩
は
禦
智
通
名
す
が
本
書
養
え
ま
す
が
多
額
の
膿
補
助

し
荏
奪
多
窮
つ
蕪
で
あ
り
ま
響
け
羨
つ
て
嚢
す
る
誉
下
年
房
耕
作
は
村
会
の
蕉
を
寧
惑
村
幕
助
の
畜
墨
け
る
蜜

す
が
然
し
相
当
多
端
で
あ
つ
墓
年
を
墾
疑
作
爾
係
と
謬
宰
あ
私
の
名
蓉
実
葎
山
賀
泰
讐
遷
て
誇
る
べ
暴
で
は
あ
り
善
ん

根
－
弩
寛
禾
斐
施
し
華
り
究
　
　
　
　
の
下
に
議
生
藷
兄
の
援
助
を
得
被
保
讐
も
百
阜
－
蓑
を
撃

計
画
し
華
、
或
は
漿
に
璽
姦
の
雀
馨
馨
ー
何
砦
塾
馴
戦
て
讐
し
お
で
あ
り
ま
籍
崇
る
様
心
誓
て
い
た
y
き
た
い
と
存
じ

・
つ
訴
る
婁
ど
の
大
警
列
聾
て
箏
誓
相
糞
期
畳
つ
て
整
備
如
何
と
内
心
餐
薦
り
ま
し
た
が
ま
す
．

・
御
参
考
に
供
し
併
せ
て
新
年
度
へ
の
希

望
を
も
開
陳
致
し
ま
し
で
歳
末
の
獅
挨

拶
に
代
え
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
★
徴
税
に
關
し
て
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ー
・

の
点
租
放
任
さ
れ
て
居
つ
て
様
に
思

　
　
　
　
　
　
　
し

わ
れ
ま
す
が
共
後
下
山
分
校
池
尻
雪

中
派
出
校
の
新
築
、
菅
刈
分
校
の
大

，
改
埆
築
等
着
々
と
し
て
新
装
成
り
ま

し
て
誠
に
目
鍋
し
、
い
設
備
の
充
実
を

見
ま
し
た
の
は
誠
に
喜
ば
し
い
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
て
居
り
ま
す
。

從
つ
て
村
費
本
年
度
是
れ
が
御
家
族
め
御
心
中
を
御
推
察
致

の
予
算
は
三
百
万
円
し
ま
す
時
実
に
御
同
情
の
念
に
た
べ
ま

を
突
破
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

す
。
　
　
　
　
　
　
　
異
境
の
地
に
在
つ
て
も
願
わ
く
は
御
健

そ
れ
を
松
代
村
か
地
在
で
あ
れ
か
し
と
所
願
致
す
次
第
で
め

幸
に
亦
字
を
出
さ
す
に
本
年
度
の
収

穫
を
兄
た
慕
を
此
機
会
に
報
告
致
し

來
年
度
か
ら
は
高
等
学
校
の
経
営
に

移
る
箏
に
相
成
つ
て
居
り
ま
す
。
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役
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廿
四
年
度
は
各
方
而
多
額
の
失
費
の
後

で
あ
レ
役
塩
騰
合
の
新
築
な
ど
と
は
夢

に
も
お
も
わ
な
か
つ
た
処
で
あ
り
ま
す
、

が
御
承
知
の
楼
な
事
情
か
ら
急
速
に
新
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と
皆
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に
喜
ば
れ
る
こ
と
で
せ
う

御
家
内
打
そ
ろ
つ
て

　
　
お
い
し
い
そ
’
ば
を
召
上
ゆ
ま
せ
－
，
・

★
何
時
，
で
為
御
用
命
下
さ
い

　
　
す
ぐ
問
に
合
う
よ
う
製
品
に
い
た
し
ま
す
－

皆
様
の
御
便
宜
⑳
た
め
出
來
る
だ
け
早
く
（
廿
九

、
日
）
，
迄
に
原
料
持
塞
御
申
込
み
下
さ
る
よ
う
お
ね

　がい

し
ま
す
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

や
　
　
　
　
　
　
ゆ

こ
、
つ
『
そ

御
出
下
さ
璽
刃

い
ま
ぜ
！

・
松

O
r
”
嘲
■
騨 り

e
（
》轡

襲

　
　
　
～

に

’

N

　　鞠－

　　．舞

魏・1鳶

・欝．・夕

確
，

，，　織

，　　～

代
瀬
沼
製
旛
所

鳴齢鱒駒鱒■6■轍鱒騨齢●・卿鱒川．．嘲”6”■騨●備”●●●輿鱒●●劇幽閑
・
噌●pg


